
「数学Ⅰ」学習指導案 

 
大阪府立○○高等学校 

 授業者 ○○ ○○ 

１ 日  時   平成○年○月○日（○）第○限 

２ 対  象   １年○組（○名） 

３ 場  所   第○講義室 

４ 教  材   教科書「新編 数学Ⅰ」（東京書籍） 

５ 単  元   図形と計量 

６ 教材観 

 鋭角の三角比から、０°～１８０°まで定義を拡張し、それをもとに三角形への応用までを学んだ。

そこで学んだ余弦定理や中学校・数学Ａで学んだ作図を使って、日常生活で出会う課題を解決する総合

問題を考えた。習った事をどのように応用するか深く考え、尚かつそれを総合的にまとめる判断力も必

要とする題材を設定した。今回は３つのエキスパート担当に分け、そこで考えた事を持ち寄り協力して

総合的に解決するジグソー法を用いる。自分達で問題解決を行った事を実感できる教材だと考えている。 

７ 生徒観 

 「略」 

８ 指導観 

 この単元の導入から、日常生活のどのような場面で三角比が使われているかを意識させながら指導を

してきた。正弦定理や余弦定理を使う測量問題などにも取り組んだが、今回は作図への応用なので、そ

の活用の道筋が見えにくい課題である。 
まず前半のエキスパート活動では、本来なら教師からの説明がある程度必要な部分であるが、あえて

そうせず、説明文を自分達で読み取り、誘導の流れを理解する事を期待している。後半のジグソー活動

では、３つのエキスパート活動をどのように結びつけるかが課題解決のポイントになるが、その役割を

エキスパートの一つＡ（総合プロデュース）が行えるよう、２人担当にした。極力ヒントを出さず、エ

キスパートＢ，Ｃで学んだ知識・技能を持ち寄り、数学的な見方・考え方をもとに、それを総合的にま

とめ、課題を解決する事で達成感を実感させたい。 
一人ひとりが自覚を持ってエキスパート担当の課題に取り組み、さらにジグソー活動で他者と協力

する事により課題を解決し、自信をつけてほしい。それによって、自ら学ぶ力、考える力をさらに伸

ばす事を考えている。 

９ 単元の目標  三角比の意味やその基本的な性質について理解し，三角比を用いた計量の考えの有

用性を認識するとともに，それらを事象の考察に活用できるようにする。 

10 単元の評価規準 

  関心・意欲・態度  数学的な見方や考え方     数学的な技能    知識・理解 

積極的に授業に参加

し、自分で考え、他の人

の考え方も取り入れ、課

題を解決しようとして

いる。 

三角比で学んだ内容

を、図形や計量の問題解

決に結びつけようとし

ている。 

木の高さや標高など

三角比を利用して求め

ることができる。 

正弦・余弦定理を利用

して、辺の長さや角の大

きさを求めることがで

きる。 

三角比の入った方程

式から、角度を求めるこ

とができる。 

相互関係や定義を利

用し、１つの三角比から

残り２つの三角比を求

めることができる。 

正弦定理、余弦定理、

三角形の面積公式を利

用し、必要な値を求める

ことができる。 

 

sinθ、cosθ、tanθ

の定義が理解でき、いろ

んな三角形において、あ

るいは、様々な角度につ

いて値を求めることが

できる。 

正弦定理、余弦定理、

三角形の面積公式を理

解している。 

 



11 単元の指導と評価の計画（本時は１６時） 

 
 
12 本時の指導と評価の計画 

（１）目標 

 ・日常生活に出てくる問題に対して数学を活用する。 

 ・問題文から数学的構造を見出し、問題解決に三角比をどのように使うかを適切に判断する。 

（２）主な評価規準 

 ・「ピザを５等分」という問題に対して、三角比や作図の知識・技能を活用することで、数学の良さ

を認識する。【知識・理解】【技能】【関心・意欲・態度】 

 ・それぞれのエキスパート活動で学んだ事を、ジグソー活動において協働し総合的に結び付け、課題

を解決する事ができる。【数学的な見方・考え方】 

（３）本時で扱う問題      別紙ワークシート 

（４）本時の展開 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価 

導入 

５分 

 

「本日の目標課題」提示 

本時の目標と流れの説明をうけ、 
自分の役割を確認する。 

 

課題を理解させ、自分達の力だけ

で、その課題を解決するという目

標を意識させる。またジグソー法

の流れと意味を理解させる。 

 

【関・意・態】 

 観察 

展開１ 

１５分 

 

 

 

 

エキスパート活動 
Ａ：円に内接する正５角形を作図 

すれば良い事を理解する。その為 

に何が必要かを考える。 

Ｂ：円の中心と必要な長さの線分 

が作図できる。 

Ｃ：cos72°の値を求める事ができ 

る。 

Ａ：４人ずつ３グループ 
Ｂ：３人ずつ２グループ 
Ｃ：３人ずつ２グループ 
あまり進んでいないグループに

はヒントを出すが、基本的には見

守りながらしっかり考えさせ、そ

れぞれの課題に対して協力して

理解できるよう促す。 

【関・意・態】 

 観察 

【知識・理解】 
【技能】 

ワークシート 

 

 

関 見 技 知

１時
２時

三角比の定義
・sinθ、cosθ、tanθの定義が理解している。
・直角三角形を利用して、sinθ、cosθ、tanθを求めることができる。

○ ○

３時 三角比表
・30°,45°,60°の三角比を求めることができる。
・その他の角度の三角比もあることを理解し、三角比表を用いて求めることができる。

○ ○

４時 三角比の応用 木の高さや標高などを、三角比を利用して求めることができる。 ○

５時 三角比の相互関係 相互関係を用いて、１つの三角比から残り２つの三角比を求めることができる。 ○ ○

６時 90°-θの三角比
90°-θの三角比を利用して、45°以上の三角比を 45°以下の三角比で表すことができ
る。

○ ○

７時 三角比の拡張
・180°までの三角比の定義が理解している。
・120°,135°,150°,0°,90°,180°の三角比を求めることができる。

○ ○

８時 １８０°ーθの三角比
180°-θの三角比を利用して、90°以上の三角比を 90°以下の三角比で表すことがで
きる。

○ ○

９時 等式を満たすθ 三角比の入った方程式から角度を求めることができる。 ○ ○

10時 三角比の相互関係 相互関係を用いて、１つの三角比から残り２つの三角比を求めることができる。 ○ ○

11時 正弦定理 正弦定理を利用して、外接円の半径や辺の長さを求めることができる。 ○ ○

12時 余弦定理 余弦定理を利用して、辺の長さや角の大きさを求めることができる。 ○ ○

13時
14時

正弦定理と余弦定理の応用 正弦・余弦定理を利用して、辺の長さや角の大きさを求めることができる。 ○

15時 三角形の面積 公式を用いて面積を求めることができる。 ○ ○

16時 三角比の応用（本時）
三角比で学んだこと、数学A・中学校で学んだ相似や作図の知識も合わせ、総合問題を解決
することができる。

○ ○ ○ ○

学習項目 主な評価規準
評価の観点

○



 
展開２ 

１５分 

 

 

 

 

 

展開３ 

５分 

  
ジグソー活動 
４人ずつの６班に戻り、「目標課題

」に取り組む。 

  
 

 

 

クロストーク 

班の代表者が、黒板に作図し説明す

る。 

 

 
もとの班に戻り、それぞれのエキ

スパート活動で理解した内容を

説明させ、Ａ担当がまとめ、各自

でワークシートに作図する。 
また課題解決のポイントを振り

返って考えさせる。 
 
すべての班が終了できていない

場合でも、代表の班の作図、説明

をもとに、課題解決のポイントを

理解させる。 

 

 
【関・意・態】 

 観察 

【見方・考え方】 
 ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 
 

 

 

本日の学習のまとめ 
本日の流れと、課題解決のポイント

の説明をきく。 

 

協働する事で困難な課題を解決

できた事に自信を持たせ、課題解

決に至らなかったところがあっ

ても、今回の経験を活かして、今

後も様々な課題にチャレンジし

てもらいたいという思いを伝え

る。 

また、正ｎ角形の作図は、可能な

ものと不可能なものがある話に

も触れる。 
 

 

 

 

チャレン

ジ 

５分 

 

 
「チャレンジ問題」（プリント）に

各自で取り組む。 

 

 

   
 

 

時間的にゆとりがある場合に限

り、今回学んだ事の応用問題と

して、チャレンジ問題に取り組

ませる。 

これは各自で取り組ませる。 

 

【見方・考え方】 

 プリント 
自分の担当以外の

内容もしっかり理

解し、応用できるか

を評価 
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